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　　情報財マ
ー ケ テ ィ ン グ に 関す る研究

Research　on 　Marketing　of 　Information　Products

細 内　信孝
’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 　旨

　生活者 が モ ノ と コ トで情報創造す る
’90年代の ソ フ トウ ェ

ーブ社会 （情報化社会 ）に お い て 新 しい マ
ー

ケ テ ィ

ン グの 在 り方 を 考察 し ， 情報財 に よ る マ
ー

ケ テ ィ ン グ展開 と し て 次 の よ うな こ と が判明 した 。情報財マ ーケ テ ィ

ン グと は，情報発信者 （企業又 は 生活者） と情報受信者 （生活者又 は 企業） の 意味 （情報） の 共有化 をい い
，

企業 と生活者が相互 に 商品 の コ ン セ プ トや価値を共有 し，その コ ン セ プ トや価値に共振 ， 共鳴し な が ら感性エ

リアを増幅 し て い く
一

連の 生活情報の共鳴活動で あ る 。
こ の 新 し い 生活文化 に 根 ざ した共振 ， 共鳴 に よ る情報

活動を情報財 マ
ー

ケ テ ィ ン グとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Nobutaka 　 HOSOUCHI

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Abstract

　We 　have　considered 　how 　to　be　new 　marketing 　in　the　software ．oriented 　society （information　society ）in

l990s　in　which 　consumers 　create 　information　with 　things　and 　goods 　and 　tried　to　theorize　the　deployment

of　marketing 　with 　information　products，　As　a　result ，　following　conclusion 　has　been　obtained 　concerning

the　deployment　of　new 　merketing ： marketing 　of 　information　products 　is　to　make 　meanings （information）

be　lointly　owned 　by　information　dispatchers（firms　or　consumers ）and 　inforlnation　receivers （consumers 　or

firms）and 　is　a　series 　of　sympathetic 　resonarlce 　activities 　of 　life　information　in　 which 　firms　and 　 consumers

lointly　own 　concepts 　and 　values 　of　cDmmodity 　with 　each 　other 　and 　amplify 　their　sensibility 　areas 　while

sympathetically 　vibrating 　alld　sympatheticaily 　resonating 　with 　these　concepts 　and 　values ．　These　informa・

ヒion　activities 　with 　sympathetic 　vibration 　and 　sympathetic 　resonance 　r‘）oting 　ln　a　new 　life　culture 　have

been　defined　as 　marketing 　of 　information　products ．

1　 は じめ に

　日本 に お ける マ
ー

ケ テ ィ ン グの 変遷を見 る と，

戦後作 れ ば売れ る ， す な わ ち 生産 志 向の マ ーケ

テ ィ ン グ時代 ， 売る の に努力す る ， す なわ ち販売

志 向の マ ーケ テ ィ ン グ時代 ， そ して 企業間競争 に

打ち勝 つ た め の 戦略が な くて は売れ な い
， す なわ

ち戦略志 向の マ
ー

ケ テ ィ ン グ時代 を経 て
， 今 日を

迎 えて い る 。
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　今や 我 が 国一一人 当た りの 国民 総生産 は 世界 の

ト ッ プ レ ベ ル とな り， 豊 か な生 活文化 に根ざす個

人 中心の 社会 を迎 え よ う として い る 。 そ こ で ，
こ

の
’90年代の ソ フ ト ウ ェ

ーブ社会 （す な わち情報化

社会）を迎 え るに あた り ， 新 しい マ
ー

ケテ ィ ン グ

の 在 り方が求 め られ て い る 。

　本稿 で は情報 化社 会 を念頭 に お い て，ソ フ ト

ウ ェ
ーブ社会 に相応 しい 新 しい マ ーケ テ ィ ン グ展

開と して情報財 （こ こ で は五 感を刺激す る情報が ，

市場 に お い て価値交換 の 対象 と な る場合の と ら え

方 をさす〉を その機軸に据え ， 情報財 に よ る新 し

い マ ーケ テ ．イ ン グ の あ り方 に つ い て そ の 理論化 を

試み る。
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2　 感性商品 と して の 情報財

　感性商品 とは ， 受 け手の五 感 （視覚 ， 聴覚 ， 臭

覚 ， 味覚 ， 触覚）を刺激 し ， 受 け手 に
“
お どろ ぎ

’

を生 じさせ ， 感動を呼 び起 こす よ うな感性的 ， 感

動的な情報 （こ れ を意＝こ こ ろ とい う〉 を含 んだ

商品をさす 。 すなわち ， 商品の 中に 感動 を呼 び起

こ す意味情報が盛 り込 まれ ， 受 け手 に凄 い
， 素晴

ら し い
， 素敵だ な ど と い うリアク シ ョ ン を起 こ さ

せ る よ うな意味情報が 込 め られ て い る もの を い

う。 本稿で は ， こ の 意味情報 に よる感性商品 を情

報財 として位置づ け る 。

　 こ の 感性商品は
， 単 に 虚構の上 に立 っ た妙 な特

異化商品 を さす の で は な く， 受 け手が
， 見て

， 聞

い て ， 嗅い で ， 触 っ て ， 味 うよ うに五 感をフ ル に

活用 し て初め て感 じ とれ る モ ノ や コ トの 善 し悪 し

を備 えた本物志 向の 商品 を感性商晶 （意 二こ こ ろ

の 商 品） とい うの で あ る 。 それ は，五 感 を刺激す

るそ れ ぞれ の 意味情報が ひ とつ の商品 シ ス テ ム の

中で 統合化 され ， 装置化 され た状態 をさ す。そ し

て ， それ は情報が乗 る もの （モ ノ や コ ト）で 市場

価値が あれ ばすべ て 商品 と して 位置づ け られ る。

ゆ え に商品 （PRODUCTS ）の 構成要素で ある製品

（GOODS ＝ モ ノ ）やサ
ービ ス （SERVICES ＝ コ ト）

も情報メ デ ィ ア と して 成立す る し ， 感性商品 （意

の 商品） と して も成立 す る 。

　 こ こで情報財の 概念 を整理する と ， 次 の よ うに

な る 。 広義の 情報財概念は ， 意味的情報財 と形式

的情報財の 両方か ら成立 す る概念で ある。す な わ

ち ， 意味的情報財 は ， 主 に意味情報に よ りそ の コ

ン セ プ トや価値が 創造 さ れ ， 形成 され る 。
こ の 意

味的情報財 が狭義 の 情報財概念を意味す る 。 ま た
，

形式的情報財 は ， 主 に 形式情報 に よ りその コ ン セ

プ トや 価値が 構成 され ， 形成され る 。 意味 的情報

財が感性商品 な らば，形 式的情報財 は形式商品 と

して 位置づ け られ る 。 本稿で は ， こ の 狭義 の 意味

的情報財 （＝感性商品）を
．
般 に 情報財 と呼び ，

そ の 特質に つ い て 以下 に 考察を試み る 。

　た とえば東京デ ィ ズ ニ ーラ ン ドは，嬉 し い
， 楽

し い
， 面白い

，
ス リル が ある ， 夢み た い

， 素敵 ，

素晴 ら し い な ど と い う感性的，感動的，意的な情

報を醸 し出すサ
ー ビス を顧客 に 提供 して い る 。 す
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なわち東京デ ィ ズ ニ
ー

ラ ン ドは，空間その もの を

ひ とつ の大 きな感性商品 として装置化 し ， そ の 空

間 に感覚的 ， 感性的意味の 発生す る情報装置を設

置 し て い る 。 顧客 もア メ リカ の デ ィ ズニ
ー

とい う

ブ ラ ン ドに裏打ちされ た感性品質 （意）を求 めて

訪れ て い る の で ある。

　横浜の八 景島 ， 舞浜の ベ イエ リア ， 大阪の天保

山ハ ーバ ービ レ ッ ジ ， 北九州の ス ペ ース ワ ール ド，

長崎の ハ ウ ス テ ン ボ ス
， Er光 の 江戸村 な ど全国各

地 に 建設 さ れ た テ ー
マ パ ー

クや ア
ーバ ン リゾー ト

も特定の 感性テ
ー

マ か らな る感性商品で ある。そ

して ， それ らテーマ パ ー
クや ア

ーバ ン リゾー トは ，

情報文化の 装置産業に ほか な らない の で ある。 こ

の 情報装置が
， テ

ーマ パ ー
クや ア

ーバ ン リゾー ト

とい う非 日常的空間の 中で 顧客 に感性情報を発信

し ， 感性的満足 （意を満足 させ る） を与え ， 更 に

顧客 自身が 意味ある情報 を再発信 し， それが クチ

コ ミとな っ て 広が っ て い くの で あ る 。 最近 ， テ ー

マ パ ー
クや ア

ーバ ン リゾー
トばか りで な く，専門

店， 百貨店 ， 商店街 ， 街 ， そ して博物館や美術館

な ど の 文化施設 もこ うした感性的演出 をする情報

空間を作 り始 め て い る 。 と くに こ の よ うな感性的

演 出を試み て い る專門店 ， 百貨店 などは
， その情

報空間の 中で顧客に 商品の 使用体験 を通 じて ， 生

活 ス テ ージ に お け る商 晶 の 疑似体験 を さ せ て い

る 。 直 に使 っ て 試 して み る と い うラ イブ な感性情

報は，生活者 に よ り強力 な情報を発信す る こ と に

な る 。 ただ し ， そ の 感性情報 は 評判 の良 い （満足

を もた ら す ）情報 と い う こ とが前提に な る 。 こ の

よ うな ライ ブな情報が ， 生活者の 共感，共鳴 を呼

び起 こ し ， 感性情報 の 自己増殖を繰 り返 す の で あ

る 。

　東京 の 先端的な街 ・渋谷は ， 感性的な情報空間

を ネ ッ トワ ーク で 提供 し， 感性的演 出をす る 日本

で 最 も進ん だ街で あ る 。 特色あ る専門店 ， 百貨店 ，

商店街 な ど を核に し て ， さま ざ ま な感性が 統合 し

て ひ と つ の大 きな ネ ッ トワ
ー

ク を形成 し て い る 。

西武の ロ フ ト館や シ ー ド館 ， 渋谷 パ ル コ
， そ して

東急の 文化会館，Bunkamura
， 東急 ハ ン ズ ， 丸井

ヤ ング館な どは ， そ の 代表例で ある 。 それ ぞれが

生活者に 対 し特異 な感性情報を発信し ， 差別化 し

た情報 を流 して い る 。 よ っ て ， さ ま ざまな感性空
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間が ネ ッ トワ
ー

クで結 ばれ る渋谷 の 街 は，感性 に

敏感な人々 が 集 ま る街 と な っ て い る 。 必 ずし も若

者が 集まる街で はな い の で ある 。

　 こ の よ う に 商 晶 と は 単 に 手 で 触 れ る 製 品

（GOODS ）だ け をさすの で は な く，
ハ ードや ソ フ

ト， そ して 人間 を統合 的に 組み合わ せ た ひ と つ の

大 きな情報装置とし て も成立する時代 を迎えて い

る 。 本稿で は ， こ の 人問の 五感 （視覚 ， 聴覚 ， 臭

覚 ， 味覚 ， 触覚）を マ ル チ に 刺激 し
， 意 （こ こ ろ）

を満足 さ せ る ，情報装置 と して の マ ル チ メデ ィ ア

商品 を感性商品 と呼び ，
ハ ードや ソ フ ト， そ し て

人間 を統 合的に 組み 合わ せ た ひ とつ の 商品 シ ス テ

ム として位置づ け るの で ある。こ うした感性商晶

は ，
コ トやモ ノ に含 まれ る意味情報に よ っ て 価値

の 創造を し ， 情報を発信 し ， 市場価値 を生 む と き ，

す なわ ち情報財 とな る の である 。

　 また ， 現代社会 は ，ある
一
面か ら見 る と こ の感

性商品 に よ っ て 彩 られ た商品化社会で もあ る。工

業化社会 に よ っ て 製品は，大量 に 生産 され ， 大量

に 消費され ， 人々 の 商品需要は
．巡 して し ま っ た 。

今や ， 争 っ て 買 う必要 もな い し ， 機能面 は どの 製

品 もあ ま り変わ りが な い 。む し ろ製品 に 内包 さ れ

る 感性的，感動的な情報 に よ っ て 意を満足 させ ，

自分の 生 活 ス テ
ージ を演出 し ， 感性豊か な商品で

自分 自身を創造す る時代な の で ある 。 また企業は ，

ハ
ー

ドや ソ フ ト， そ して 人間を統合 的に組 み 合わ

せ た ひ と つ の 商品 シ ス テ ム と して商 品を顧客 に提

供す る時代 を迎え て い る。本稿で は ， こ の ような

感性商品及 び商 品シ ス テ ム に彩 られ た社会 をソ フ

トウ ェ
ーブ社会， また は情報化社会と呼ぶ の で あ

る。

　 子供の 世界 で は ， キ ャ ラ ク ター商品 を扱 うサ ン

リオ が あら ゆ る製品に独 自の キ ャ ラ クタ
ー

情報 を

付加 し ， 子 供た ちが 五感 を通 し て 満足 を味合 5
“

仕

掛げ
’
を商品の 中に 組み 込 ん で い る 。 サ ン リオ は ，

ソ ー一シ ャ ル ・コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン と い う コ ン セ プ

トの もと に コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 表現 手段 と して

感性商品 を位置づ け ， もら っ て 嬉 しい
， 使 っ て 楽

し い ，面 白い な ど と い う感性を商品の 中 に 込 め て

い る 。 まさ にサ ン リオ は ， 感性商品すなわち情報

財 に よ る マ ーケ テ ィ ン グ を展開して い る企業の ひ

と つ とい える 。 大人の 世界で も
， 製品に ブ ラ ン ド
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とい う情報 を付加 した ブ ラ ン ド商品が流行 っ て い

る。こ のブ ラ ン ドは ， 身 に つ け る人 の セ ン ス
， 社

会的な地位 ， 富 の 高さ などを表わ し ， そ れ に よ っ

て その バ ロ メ ーターを表現 し よう とする もの で あ

る 。 入 々 は ， ブラ ン ド商品 を身に つ ける こ と に よ っ

て 自己 を表現 し ， 感性的満足を獲得 して い る。こ

の ブラ ン ド商品 も感性商晶 として の 情報財に ほか

な らない の で あ る 。

　 こ れか ら迎 え る感性豊か な社会で は，消費者 と

い う コ トバ は もはや時代遅れ で あ り ， 本物志向の

感性商晶 （つ ま り意の 商品）が主流 となる時代 に

は
， 生活者 と い う コ トバ の 方が相応 し い

。 本格的

な情報化社会 を迎 え ， 大量の情報流通が始 ま り，

人々 は大量の 情報 を処理 し ， 自分流 に 編集 しな が

ら生活 して い く。こ うした情報化社会に お け る生

活情報の 編集生活 は ， 五 感を通 して入 っ て くる情

報 （刺激）の選択で あ り，生活 ス テ ージ に お け る

情報創造で もある 。

’90年代は ， まさ に 生活者 の 生

活 ス テ
ージを創造す る本物の 感性商晶＝意の 商晶

（情報財 ）が求 め られ る時代な の で ある
。

3　 情報財の 発信 ・受信 メ 力 ニ ズ ム

　本稿 に お け る情報財の 発信 ・受信 メカ ニ ズ ム を

考察す る と， 情報財 は感性商品 と して ど の よ うに

情報 を発信す るの か ， また受信者が どの よ う に情

報を受信す る の か
，

一連の プ ロ セ ス を通 し て そ の

メ カ ニ ズ ム を解明す る 。

　情報財に は情報発信するた め の基本条件 と して

次の六 つ の条件が あ っ た
1〕

。

　条件 1．情報発信す るため に は，意味情報が 含

　　　 　　まれ る 。

　条件 2 ．情報発信 し続 けるた め に は
，

た えず意

　　　　　味情報 を変化 させ る 。

　条件 3．情報発信を よ り強力 にするた め に は ，

　　　　　意味情報 の 中に物語 と手続 きが盛 り込

　　　 　　まれ る 。

　 条件 4 ．　よ り強力 に 情 報発 信 し続 け る た め に

　　　　　は ， 物語 と手続 きを た えず変化 さ せ る 。

　条件 5 ．物語 と手続 きをた えず変化させ る と ノ

　　　　　ウハ ウ の蓄積 とな り， そ こ に 新たな意

　　　 　　味情報が 生 まれ る 。

　 条件 6．一度 ， 意味情報が な くな っ て も新た な
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　　　　　視点や次 元が 導入 さ れ る と
， 意味は 再

　　　　　び 流動化 し始 め ， 新たな意味情報が 生

　　　 　　まれ る 。

　 こ の 情報財 の 基本条件を要約す る と ， 第
一

に モ

ノ や コ トの中 に意味情報 が含 まれる こ とで あり，

第二 に その 意味情報が変化す る こ とで あ り， 第三

に意味情報の 中に 物語 と手続き が 盛 り込れ る こ と

で あ っ た。こ の 基 本 条件 を踏 ま えた 情報財 の 発

信 ・受 信メ カ ニ ズム は ， 大 き く分 け る と発信側 と

受信側の 二 つ に 分 け ら れ る 。 そ の 発信側の プ ロ セ

ス は次の 図表 1の ように な

り， 受信側 の プ ロ セ ス は 図

表 2 の よ う に な る 。

　 まず，情報発信基地で あ

る発信側の プ ロ セ ス は ， 情

報を発信す るた め の 情報創

造 プ ロ セ ス で あ り， 条 件

一
動体

一
差異 の 三 つ の プ ロ

セ ス か ら構成 さ れ る。すな

わ ち ， 情報財 の 核 とな る意

味情報 は さ まざ まな条件 が

関係 し合 っ て構成 され て い

る 。そ の 条件 は ， た えず変

化 して い る動体で あ り ， そ

の 動体 は 差異運動 を繰 り返

し ， 常に新し い 意味 を創造

して い るの で そ こ に新奇性

が あ る 。
こ の 差異運動が 新

し い 情報 を創造 し，意味情

報を発信 す る源 とな っ て い

る
。

ま た
， 情報受信側の プ

ロ セ ス は ， 受信者が差異 あ

る情報 を認知 し， 理解 し ，

そ の 意味 （コ ン セ プ トや価

値） に 同調 し，共感 し，共

鳴す る共振 ， 共鳴 プ ロ セ ス

か ら構成 さ れ る 。

　 す なわ ち情報の発信 ・受

信メ カ ニ ズ ム は ， 発信側 の

条件
一動体

一差異 の プ ロ セ

ス と 受信 側 の 認 知
一

理 解
一

同調一一共感一共 鳴の プ ロ

情報
．

1青報則
．．．・・

（塾〒i報発信
．
基地〕

セ ス か ら構成され る 。

　こ の発信側の
一連 の プ ロ セ ス を情報創造 プ ロ セ

ス と い い
， そ の 運動を差異運動 とい う 。 また受信

側の
一連の プ ロ セ ス を共振，共鳴 プ V セ ス とい い

，

そ の 運動 を同調運動 と い う。 よ っ て その メ カ ニ ズ

ム は ， 1．条件
一 2 ．動体一 3 ．差異一 4 。認知

一 5 ．理 解
一 6．同調

一 7．共感一 8．共鳴 の八

つ の プ ロ セ ス か ら成立す る 。 こ の第八番 目の プ ロ

セ ス で ある共 鳴プ ロ セ ス は ， 共鳴す る こ とに よ っ

て受信側が 新たな意味情報 を発信 し，意味情報が

発信1則
＿ 。糊 ．。，桝

・造 プ…

．

「

1念翁 　騨 瓢
　▽ パノ　　　＿ 一　　 ．

索…［驫 二1
　 　 ’　 　 　 　 　 　 ノ

　 　
丶’．一

「
一〆

　　．⊥ 丶　 3．差異 　 ↓　 一．

1ぐジ 難飜 調
　 　

、
ヤ
『

諍異．運動

　 　 　 　 　 ／
　 　 　 　 　 ！

　 意味情 報 を発 信 匁
　 　 　 　 　 　

’
M

図表 1　情報発信の メ カ ニ ズ ム （発信側の プロ セ ス ）

∵圃∵鸚
翁 議∴繕 無
　 　 　 図 表 2　情報 受 信 の メ カ ニ ズ ム （受信側 の プ ロ セ ス ）

　　　　 静 麟
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冫
・

　 　　／ 　　　　　　　　　〆
／

’

摘 懸
　　　　冫を 、

〕

1　　　　　　 ’

　　　　＼ と愛 悦 虫 ， 義

74

  同緻

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

新た な意味情報 を創造 し，常 に発散 し て い くプ ロ

セ ス を表 し て い る 。 こ の 情報の 自己増殖 プ ロ セ ス

が ，い わ ゆ る face　to　faceに よ る ク チ コ ミ と な っ

て広が っ て い くの で ある。ただ し ，
こ の発信 ・受

信 メ カ ニ ズ ム の 各 プ ロ セ ス 上 を流れ る感性波長

は ， 同じ波長が 流れ て お り， 同じ感性 （セ ン ス ）

が 要求 され る 。 た と えば ， 情報創造 の 提案者で あ

る専門店や 百貨店な どが ， その タ
ーゲ ッ トとす る

感性 エ リア に 向っ て 生 活情報を発信 し ， 受信 した

生活者は そ こ か ら生活感性の メ ッ セ ージ （意） を

読 み 取 る セ ン ス が 要求 され る の で ある 。

　
’
90年代の新 し い マ

ーケ テ ィ ン グは ， よ り
一

層生

活者が 自分の 感性 に合 っ た専門店や百貨店な どを

選択し ， それ に と もな い 専門店や 百貨店な ど も生

活者を選択す る相互選択の 時代を迎 える 。 そ して

’
［青報 の相互交流が可能 となる情報化社会で は ，企

業 と生 活者の 情報交流が よ り緊密にな り， ます ま

す 同 じ感性 の 仲間同士 に よ る ク ラ ブ社会 （意の 社

会）が 形成され る こ とにな る 。

4　情報財 に よ る生活 感性の マ
ーケテ ィ ン グ

　情報財 マ ーケ テ ィ ン グ を 言 で 簡潔 に い うな ら

ば ， 生活感性（意 蕭 こ こ ろ）に も とつ くマ ー
ケ テ ィ

ン グで ある 。 人々 の 生 活様式に お け る生活感性に

タ
ーゲ ッ トを絞 り ， その感性対象に 向 けて 感性情

報 を発信す る 。 そ の 感性情報は意味情報 と形式情

報か ら構成 され るが，主に 意味情報 に よ っ て その

コ ン セ プ トや価値 を伝達し ， 人々 の 生活感性を刺

激し ， そ の 行動様式 を感化 させ よ うとす る もの で

ある 。

　情報財 の定義 に 「コ トや モ ノ に含 まれ る意味情

報が価値 を創造 し ， 情報を発信 し ， 市場価値を生

む とき ，
こ の よ うな 意味情報 の付加 された コ トや

モ ノ を清報財 とする 』とい う規定が あ っ たが
2｝

，情

報財 は コ トや モ ノ の 中に 含まれ る こ の 意味情報に

よ っ て 感性商品の コ ン セ プ トや 価値を創造 し ， そ

れ に よ っ て受 け手の 感性 （意 蕭こ こ ろ）を刺激 し，

新 しい 意味づ けを受 け手の 生活 の 中に提 案 して い

くの で ある。そ の 感性を刺激する べ 一
ス となる の

が感性商 品の コ ン セ プ トや 価値で あ り， 情報財 は

淀 の感性品質 （こ れ を意の 品質 とい う） を生活

者 に保 証 しな け れ ば情報財 と は い えな い の で あ

75

る 。

　現代 の生活イ ノ ベ ー
タ
ーで ある 高感度人 は ，

セ

ン ス が合 う， 合わ な い で 商品 の 購売決定 をして い

る 。彼等 は，生活創造 の た め に 自分 の セ ン ス や価

値観で商品 を購入 し ， 商品を 自分の生活ス テ
ージ

に お ける ひ と つ の バ ーツ と し て組 み 込 ん で い る 。

ま さ に生活そ の も の を舞台劇 と して 楽 し ん で い

る。
こ の よ うに 生活創造 を進め る 人々 が 増 える

’90

年 代 の マ
ー

ケ テ ィ ン グで は ， 彼 等 の セ ン ス に

フ ィ ッ トす る感性商品 （意の 商品） の 提供が 求め

られ る 。 生活者は ， 今 まで ワ ン ・ ウ ェ イの マ ス情

報で 商晶の 価値判断 をし て きたが ，こ れ か らは情

報イ ン フ ラ の 整備が 加 速度的 に進 み ，
ニ ュ

ー
メ

デ ィ アな どを活用 した多面的な情報 回路 を持 ち ，

商品の 善 し ， 悪 し ， そ して好 き ， 嫌 い を豊富 な商

品情報 と 自ら磨 い た セ ン ス で 選択す る時代 を迎 え

る 。
こ の こ とは ，

こ れ か ら本格的な情報化社会か

つ 豊か な選択社会の 到来を意味し ， 今 ま で の 生産

者 （企業）主体の考 え方をパ ラダイ ム シ フ トし ，

生活者主体 の 考 え方に 転換す べ き こ とを示唆して

い る。
’90年代の 生活者志向の マ ーケ テ ィ ン グ展開

で は ， 生活 者が 自分 の 感性基 準で 自由に 商品 を選

択 し ， 生活 ス テ
ージの中で 商品を コ ーデ ィ ネー ト

す る こ とが 可能 とな っ て くる の で ある 。

　 こ の よ うな生活者の 変化 を的確 に と らえ ， 商 品

を感性通信の 手段 と し て有効に 活用 し ， 独自の 感

性 （意 π こ こ ろ ）を持 つ 企業だけが ，

’90年代 を生

き残れ る の で あ る 。 もはや タ
ーゲ ッ トを性別や 年

齢 で セ グメ ン トする 時代 で は な く，

一一一
定 の 感牲

（意 ＝こ こ ろ）を備えた人達で セ グメ ン トす る時代

を
．
迎 えて い る 。 そ し て ， こ の 感性セ グメ ン トに 向

け て情報発信す る感性の コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・

マ ーケ テ ィ ン グ を情報財 マ ーケ テ ィ ン グ と呼ぶ の

で ある 。

　最後に ， 情報財マ ー
ケ テ ィ ン グの マ ー

ケ テ ィ ン

グ ・コ ン セ プ トを整理 す る と， 次の よ うな こ とが

い える 。 情報財 マ ーケ テ ィ ン グ と は，情報発信者

（企 業又 は生活者）と情報受 信者 （生 活者乂 は企 業）

が意味の 共有化 をは か り，相互 に 商品の コ ン セ プ

トや価値 を共有 し ， そ の コ ン セ プ トや倫値に共振 ，

共鳴 しなが ら ， 感性 エ リア を増殖 して い く一連の

生活情報の 活動 を い う（図表 3 ）。それ は ，高度 な
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の で ある 。 こ の情 報財 マ
ー

ケ

テ ィ ン グ は ， あ る意味 で は商

晶 （情報財）を媒 介 と して
，

企業 と生活者の満足追求に よ

る　
・
体化した ク ラ ブ社会の 情

報活 動 を意 味 す る の で あ る

（図表 4 ）。

情報 イ ン フ ラ に 支え られ て企業 も生活者も相互 に　　 は
， 情報が 生産者 （企 業）か ら

…
方的に 伝達 され

情報発信で きるネ ッ トワ ーク 社会 の 到来 を意味す　　る もので は な く， 生 活者 か らも生活情報 を発信 す

る 。 そ の 感性 エ リア に は ひ とつ の クラ ブ社会が形　　る相 互 交流時代 の 到 来 を 意味 し て い る 。 INT　S ，

成 され ， ひ と つ の 商品 に 対 し同 じ セ ン ス を持 つ 　 VAN
， 都市型 CATV な ど に代表 さ れ る ニ ュ

ーメ

人々 が 集 うサ ロ ン が 誕生する 。 す なわ ち主な 商品　　デ ィ ア も情報イ ン フ ラ として情報の 相互交流に 耐

ア イ テ ム ごと に情報サ ロ ン が 誕生 するの で ある 。　　 え られ る祉会環境 を整 えつ つ ある 。 そ して感性豊

こ の ク ラブ社会の 情報活動 は ， 商品 に ま つ わ る 生 　　か な賢 い 生活者 は
， 自己 の 生活 に 必要 な生活情報

活文化の 活動で あ り， 衛星放送 ， 衛星通信，都市　　を衛星放送 ， 衛星通信 ， 都市型 CATV ，パ ソ コ ン

型 CATV
，

パ ソ コ ン 通信な どの ニ ュ
ー

メ デ ィ ア を　　通信 ， フ ァ ク シ ミ リ， 携帯電話な ど ， さ まざ まな

活用 し ， 生活者 と企業が
一
体化 した 生活情報 の 交　　情報 メデ ィ ア を通 じ て 獲得， 選択し

， 生活創造 を

流が な さ れるの で ある 。
こ の クラ ブ社会に お ける　　試み ようとして い る。生産者で あ り情報発信者で

情報サ ロ ン 活動 が ， 情報発信者の
’
90年代の ニ ュ

ー　　もあ る企 業は ， 従来の
一

方的 な情 報伝達で は もは

マ ーケ テ ィ ン グ戦略 とな る 。

麟 瓢 識 鰍 全 鯨い

囲ご藻 愛
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／

図表 3　意味 の 共有化 と共振 ・共鳴

5　 お わ り に

　工 業化社会時代の生活者は

消費者 と呼 ばれ ， 生 産者 （企

業）か ら製品 を
一方的 に供給

され て きた 。 生産者 （企業）

が
， 川上 か ら製品 を大量に 流

し ， 川下で は 当然の ごと くそ

の製品 を消費 して きた 。 消費

者は ， 生産者 （企業）が送 り

出す製 品を疑う こ と もな く正

し い もの と して 消費 し て き

た 。そ し て 商品情報 もマ ス メ

デ ィ ア を通 じて
一

方的に 流 さ

れて きた。消費者 は い わ ば情

報受信型の 生活様式を と っ て

きた の で ある。

　 しか し ，
こ の

’
9　O年代 に お け

る本格的 な情報化社会 の 到来

／
　　

＼
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や生 き残 りが難 し く，川上志 向をパ ラ ダイム シ フ

トした ，
い わ ば水平志向の 交流 とで もい うべ き新

し い マ ーケ テ ィ ン グの 展開 が 求 め られ る の で あ

る 。

　本稿で は ， 本格的な情報化社会 を迎 える
’90年代

の ニ ュ
ーマ ーケ テ ィ ン グ展開と して 情報財 （意 ；

こ ころ） に よる マ ーケテ ィ ン グを提唱 し ， そ の 理

論化 を試 みたが ， まだ マ ーケ テ ィ ン グ ・コ ン セ プ

トまで で あ り， 今後 ，
フ ィ

ール ドに お い て 実験 ・

検証 を重ね ，そ の 具体 的な展開論 を深め て い きた

い と思 う 。
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ーマ ン ル ネ ッ サ ン ス

研究所入所。専門 は サ
ービ ス ・マ

ー
ケ テ ィ ン グ論 ，

情報 メ デ ィ ア論。主要論文 に 「日本の テ
ー

マ パ ー
ク

事情』（住信基礎研究所機関誌）等が あ る 。
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